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ともに磨き合う               まわりを明るくする  

＜教育実習、がんばります！＞ 
本校の卒業生で現在関西福祉大学 3年の長野雷大（ながのらいた）です。 
本日９月８日～１０月６日までの３週間、養護実習に入ります。とても緊張し 

ていましたが、南中生や先生方が温かく迎え入れてくださり、緊張が和らぎ 
「全力で実習に臨みたい」と思いました。 
私は小学校から高校までサッカーをしていました。毎日のサッカー漬けの 

日々を過ごしていました。趣味は映画鑑賞、読書や行ったことのない場所に 
出かけることです。一人でも多くの生徒たちとコミュニケーションを取りたい 
と思っていますので皆さんからも声を掛けていただけると嬉しいです。 

◎杵島岳登山はとてもきつかったけど、頂上に着いたとき、「やったー！」と心から叫

んだ。達成感も感じたし、頂上からのながめは最高だった。 

◎オリエンテーリングで、意見が合わないときもあったけど、ゴールしたときには、班

のメンバーと協力できてよかったと思えた。 

◎自分を語る会で、クラスのみんなが真剣に自分の話を聴いてくれたので、勇気を

出して語ってよかった。 

◎厳しく指導することもありましたが、日が経つにつれ、自分たちで考えて、自分た

ちで声を掛け合いながら行動することができた１年生。ここで学んだことを学校

生活や家庭生活に生かしてくれたら、南阿蘇中になくてはならないすてきな学年

になれると確信しました。 ｂｙ教職員一同 


